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タンゴ音楽の集い 開催 

宍戸 和郎 

 

去る 11 月 25 日火曜日。冬の到来を感じさせる冷
たい小雨の中、午後 2 時半より、第 45 回「タン
ゴ音楽の集い」が銀座ブロッサム ローズの間で開
催されました。 

 

巨匠オスバルド・プグリエーセ（Osvaldo 
Pugliese。ピアニスト、編曲家、1905-1995 年）
の初来日から数えて 60 年を記念しての特集です。

当協会理事の飯塚久夫氏のいつもの名調子にのせて、サウンドと映像を交えて
立体的にプログラムが進みました。 

プグリエーセ楽団は、全ての楽器が楽譜通りに演
奏するのが当たり前であった従来のものとは一線
を画し、それぞれの楽器が相互に絡んだ精緻な演
奏がそのスタイル。また、ルバート※やピアニシ
モ・フォルテシモの駆使など、緩急自在の演奏の
特徴が、年代ごとの変遷をたどりながら解説され
ました。 

 

会場にいらしていた著名なタンゴ・ピアニスト、小松真知子氏からピアニスト
目線でのコメントがあり、プグリエーセのピアノ演奏の特徴を身振り手振りで
熱く語られていたのが印象的でした。 

 

 

 

（当日のプログラムを次頁に添付） 

 

 

（ししど かずろう：当協会常務理事） 

 

 
※ 音楽用語で、テンポを自在に加減して表現すること。 

小松真知子氏 



 

 

 


